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Ⅰ新技術の解説

１要旨

ハマボウフウは、かつていわき地方の海岸に多く自生し、食材としても利用されていたが、乱獲等によ
り現在は絶滅に近い。しかし、地域の植物資源として、あるいは特産品としての重要性は高い。また、
経済栽培だけでなく自生地の復活をすることも地域資源維持のためには重要なことである。そこで、栽
培の増加や自生地復活に活用できる簡易な育苗技術を確立した。

(1) ハマボウフウの発芽率は本来低いが、播種前１ヶ月間の冷蔵あるいは土中埋蔵を行い、その後果
皮を除去（写真１、２）して、３月下旬に播種することで８割以上の発芽率が得られる（表１）。

(2) ３８穴深型のセルトレイに播種し、50日程度育苗すると、苗の生育およびその後の生育が優れる
（表２、３）。

２期待される効果

ハマボウフウの効率的な増殖が可能になることから、営利栽培に取り組みやすくなる。また、自生地復
活のための海岸への栽植が容易になる。

３適用範囲

県内全域

４普及上の留意点

種子の土中埋蔵方法は、種子を網袋に入れ土中30cm深に播種前約１ヶ月間埋蔵する。種子の冷蔵方
法は、種子とバーミキュライトを１：３に混ぜたものに水分を含ませ、５℃で播種前約１ヶ月間冷蔵する。 
３８穴深型トレイ：口径54mm×深さ147mm

Ⅱ具体的データ等



Ⅲその他

１執筆者

常盤秀夫、石井睦美、高橋 徹

２主な参考文献・資料

なし


